
 

いばらき未来基金第 1回テーマ助成事業 

報 告 書 

 

 

 

 

 

 

２０１５年７月 

いばらき未来基金運営委員会 

 



いばらき未来基金第 1 回テーマ助成事業 報告書 
 
 

 

 

1 

  



いばらき未来基金第 1 回テーマ助成事業 報告書 
 
 

 

 

2 

 



いばらき未来基金第 1 回テーマ助成事業 報告書 
 
 

 

 

3 

 



いばらき未来基金第 1 回テーマ助成事業 報告書 
 
 

 

 

4 

 



いばらき未来基金第 1 回テーマ助成事業 報告書 
 
 

 

 

5 

助成対象となった事業 

 

団体名 
代表者 

役職名 
代表者 事業名 

助成 

金額 

認定 NPO 法人 いばらき子どもの虐

待防止ネットワークあい 
理事長 坂本 博之 子どもの虐待防止 10 万円 

NPO 法人 キドックス 代表理事 上山 琴美 組織基盤強化事業 10 万円 

子育てカフェポムポム（※） 代表 落合 美智子 
子育て応援ワークショップ・カフ

ェ事業のための福島県視察事業 
20 万円 

チームちゃんみよ TV 

（現在は NPO 法人 ちゃんみよ TV） 

会長 

（現理事長） 
綾部 みよ 

インターネット放送による草の根

情報発信につなげる先進事例視察

事業 

10 万円 

kosodate はぐはぐ 代表理事 田中 エリ子 ホームスタート事業 20 万円 

 

※ 追加助成の依頼があり、2014 年 12 月に追加で 10 万円を助成し、合計 20 万円の助成を行った。 
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事業名 子どもの虐待防止 

団体名 認定NPO法人 いばらき子どもの虐待防止ネットワークあい 

実施内容 

子ども虐待防止のための講演会活動 合計 3回 

①2014年 9月 17日（水）10時～12時 

講演会「児童養護施設から見る困難な子どもとの関わり」講師：関貴教氏 

参加者：県北学童保育所指導員 20名 

場所：額田小学校 学童保育所 

②2014年 10月 29日（水）13時半～16時 

講演会「楽しく子どもと育っていくために」 講師：関貴教氏 

参加者：大塚ひのまる幼稚園幼稚園教諭、事務職員、PTA 父兄 計 16名 

場所：ひのまる幼稚園ホール 

③2015年 5月 24日（日）13時半～16時 

講演会「児童虐待と傷ついていく脳」 講師：友田明美氏 

参加者：一般（医療関係者・県職員・学生・相談員など）102名 

場所：総合病院土浦協同病院 講義室 

事業を進めるにあた

って課題となった点

と、その対応 

事業を安定して運営するために必要な経費が安定して得ることが課題とな

っていた。そこで講演会のチラシや広報を県の協力を得て市町村に送付し

たり、講師一覧表を作成した。 

申請書に記載した 

「目標」に対する実施

「結果」 

「子どもに優しい社会の実現」を目標に、子どもとの関わり方、大人のス

トレス対応法について」の講演とワークショップを実施。また大人の不適

切な言動が発育途上の子どもの脳に与える影響について講演会を実施し

た。その結果、実感として大人の言動が子どもの成長に与える影響を知り、

すぐ実践してみたいという反応が多く、子どもを肯定的にみる大人が増加

するものと期待出来た。 

申請書に記載した 

「目的」に対する 

「成果」や地域社会 

へのインパクト 

 講演会活動は、合計 3 回実施し、内 2 回は無償で行い、2015 年５月

24 日の講演会は、会員外参加者に対しては有料で行ったが、100 名以上

の参加があり、会員外の参加者が 70名で、一般市民を始め、医療関係者、

福祉関係者、弁護士等、様々な職種の方が参加された。アンケートでも今

後の講演会を期待する意見もあり、当法人の認知度のアップと会員増が見

込まれる。また土浦協同病院から、会場・駐車場・機器等、使用の協力が

得られ、協力関係の幅を広げることができた。今後もこのような企画を通

して、会員増につなげていきたい。 

 また、子ども虐待予防のために当事者（被虐待体験者）支援を行い、世

代間連鎖の防止を目的にオレンジライン、オレンジサロンの運営をしてき

たが、新規参加者が３名おり、前向きに生きる支援につながっていると考

えられる。（子供会、子育て支援活動の企画に参加している） 
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事業実施後の展望や

新たに見えてきた 

地域課題 

子育て中の方や親にかわって子育ての一端を担う保育士、学童保育指導員

などに講演会、ワークショップに参加してもらった感想として「子育て」

に「自分を見つめる」話し合いはなかったので、大切なことだと思ったと

いう意見が多かった。大人の言動が暴力と同様に子どもの脳を傷つけてい

るという事実を伝えていく必要があると感じている。 

助成金の原資を寄付

された市民へ一言 

助成金を頂いた事業が実施できたこと、大変ありがたく感謝しております。

子どもの虐待防止というと特別な家庭のことに思いますが、どこの家庭に

おいても、起こりえます。家庭が子どもにとって安心で安全であることは

大人にとっても暮らしやすい社会になるということだと思います。今後と

も子どもの未来のために、ご協力よろしくお願いします。 
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事業名 「保護犬を介した若者の自立支援プログラム」における組織基盤の強化 

団体名 NPO 法人 キドックス 

実施内容 

申請書では、引きこもりの若者のためのフリースペース立ち上げプロジ

ェクトとして申請させていただきましたが、その後茨城 NPO センター・

コモンズ様と相談させていただき、メイン事業である「保護犬を介した若

者の自立支援プログラム」における組織基盤の強化のために助成金を活用

させていただきました。 

 具体的な実施内容は、組織基盤強化のための人材育成に使わせていただ

きました。これまでプログラムの運営の中核を担っていたのは理事長のみ

で、理事長が不在だとプログラムが運営できなくなってしまうという大変

不安定な運営状態で、もう１人現場の統括者が必要な状況でした。 

 そこで、助成金を活用して 2015年４月から雇用予定のスタッフに対し

て 201４年７月〜９月頃に集中的にプログラム実施のための研修を行い

ました。そのおかげで、その後は現場の統括を、理事長以外にもう一人も

出来るようになり、また、2015年 4月からはスムーズにプログラム運営

を研修を受けたスタッフへ引き継ぐことができました。 

事業を進めるにあた

って課題となった点

と、その対応 

今統括者となっているスタッフへの研修プログラム自体も理事長が作りな

がらの研修となり、プログラム運営を継続しながらのスタッフ育成という

ことで元々理事長が担っていた他の必要な裏方業務が滞ってしまいまし

た。対応としては引き継いだところから様子を見つつもどんどん任せるよ

うにし、サポートする部分と任せる部分を分け、徐々に任せる部分を大き

くして移行していきました。 

申請書に記載した 

「目標」に対する実施

「結果」 

2015 年４月から、上記の研修を受けて統括者へと育ったスタッフがフル

出勤となり、問題なくプログラム運営を継続できています。また、スタッ

フが４月からスムーズに入ってくれたことにより、これまでプログラム運

営の中核だった理事長が渉外や財源強化の活動に大きく時間を割けるよう

になりました。 

申請書に記載した 

「目的」に対する 

「成果」や地域社会 

へのインパクト 

2014 年度の１年間で、若者と保護者の総計 46 名が相談に訪れ、うち８

名がキドックスへ通所し２名が自分の道へ進んで行きました。保護犬は９

頭トレーニングをし、６頭が譲渡されました。若者も保護犬もまだまだ数

としては少ないですが、今後も若者一人一人と犬一頭一頭とじっくり向き

合いながら、確実に成果を出していけるプログラムにするために改良して

いきます。 

事業実施後の展望や

新たに見えてきた 

地域課題 

茨城県南地域に住んでいる引きこもり状態にある若者が、少し外に出てみ

ようかなと思った時に、敷居が低く社会参加できる場所としてキドックス

は機能していると思います。しかし、一度訪れてもなかなか外に出れなく

なってしまった若者、また、社会参加の過程の中で失敗経験などから再度
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挫折してしまった若者、など私達のプログラムもまだまだ改善が必要です。

また、未だにどこの支援機関にも行けずに孤独や葛藤と戦っている若者も、

たくさんいます。若者の声にもっと寄り添い、若者たちにとっての伴走者

でいられるように、プログラムの種類もコンテンツも日々改良を重ねてい

ます。 

助成金の原資を寄付

された市民へ一言 

皆様の大変貴重なご寄付をいただきまして本当にありがとうございまし

た。茨城県内の不登校や引きこもり状態にあり自立に悩んでいる若者たち、

そして飼い主に捨てられてしまった犬たち、双方の社会への再出発を実現

していくことが市民の皆様が住み良い社会へと繋がっていると考えていま

す。今回いただいた助成金のおかげで、この活動継続のための人材体制を

整えることができました。心より厚くお礼申し上げます。 

 

支出報告書 

年月 科目 摘要 金額 

2014/10/9 旅費交通費 上山９月分交通費 26,820  

2014/9/30 旅費交通費 上山８月分交通費 16,046  

2014/9/30 旅費交通費 村本８月分交通費 17,520  

2014/8/31 旅費交通費 村本７月分交通費 24,640  

2014/8/31 旅費交通費 上山７月分交通費 18,093  

  
合計 103,119  
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事業名 子育て応援ワークショップ・カフェ事業 

団体名 子育てカフェポムポム 

実施内容 

主に家庭教育学級参加者、あるいは一般参加者を対象とし、講座主催者の

ニーズに合わせて.下記の６つのプログラムを実施 

1. 「虐待防止プログラム」 

2. 「子どもの成長を見守るプログラム」 

3. 「ライフプランニング」 

4. 「我が子をデートDV から守る」 

（特別講座） 

10/17 「郡山調査」           ＊助成金にて実施 

12/18 「郡山ワークショップ」 ＊助成金にて実施 

2015 年 

1/24  「P 連女性ネットワーク講座」 

4/15  「講演会並びに報告会」 ＊助成金にて実施 

事業を進めるにあた

って課題となった点

と、その対応 

助成対象の「郡山プロジェクト」において、まず２０１４年度は調査と準

備期間として次年度実施の予定でいたが、思いがけず、プチママンさんの

強力な理解と協力を得ることができ、年度内に講座実施が可能となり計画

を進めたが、年度内実施には資金が足りないことがわかった。しかし事情

を説明し追加支援をいただくことができたので実施することができた。 

申請書に記載した 

「目標」に対する実施

「結果」 

これまで実施してきたつくば市内での活動は予定通り実施でき、参加者・

依頼者の評価も得られた。また、2014 年度特別企画の郡山ワークショッ

プも実施することができ、P 連からの要請で予定していなかった女性ネッ

トワークでの講座も実施できた。講座数的には数値目標を大きくクリアし

た。内容的にも評価いただき、100％頑張ったと言える。 

申請書に記載した 

「目的」に対する 

「成果」や地域社会 

へのインパクト 

ワークショップの参加者には、まずはふだんのストレスの高い生活から離 

れてリラックスした時間をすごしていただくことを目的としているので、 

講座実施中の様子やアンケートの内容から達成できているものと思われ 

る。また、もう一つの目的が予防的効果を期待しているので、そのあたり 

の地域等へのインパクトとしてはまだはっきりとはみえてきていない。 

事業実施後の展望や

新たに見えてきた 

地域課題 

つくば市の主に若い母親に対して実施している講座では、これまで以上に

母親が抱え込んでいる子育ての課題や情報過多による出口のない完璧主義

的な子育ての姿勢に危ういものを感じた。 

郡山において放射線の低線量汚染が自由に子供を外で遊ばす事ができない

ということに代表されるストレスが母親にかかっているのが気になった。 

助成金の原資を寄付

された市民へ一言 

助成金をいただいたおかげでつくば市の外で講座を実施することができそ

れまで漠然としたイメージしかなかった郡山市の子育て支援状況をこの目

でみて、またワークショップを実施することで郡山市の支援団体ともネッ

トワークを形成することができました。ありがとうございました。 

 



いばらき未来基金第 1 回テーマ助成事業 報告書 
 
 

 

 

13 

 

 

 

常陽新聞（2015年4月16日付） 
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事業名 
ちゃんみよ TVで地域を一つの大きな家族に！ 

インターネット放送による草の根情報発信 

団体名 NPO 法人 ちゃんみよ TV（申請時はチームちゃんみよ TV） 

実施内容 

地域を「大きな家族のようにきずなを高めていこう」という思いのもと，

地元に根差した地道な情報発信を行い，地域に目を向けてもらおうという

取り組みを行っている。これにより，地域の魅力再発見→共有→愛着形成

につなげることが当事業の目的である。 

この目的を果たすための情報発信の手段として，インターネットを利用

して平日毎日１時間の生放送を行っている。また，地域で家族のように暖

かい関係を構築するためには，WEB だけにとどまらず，リアルな交流も必

要と考えるため，人通りの多い駅前スタジオにおける公開生放送中に「お

かえりなさい」の声掛け運動や，「うしくりーん作戦」と題した清掃活動(ゴ

ミ拾い)なども展開している。 

その中で，今回の助成を活用した取り組みは「先進事例視察」として，

神戸市のコミュニティラジオ「FMわぃわぃ」を調査するものである。当団

体では，日々の情報発信を手探り状態で試行錯誤しながら活動してきたと

ころであるが，NPO法人への移行にあたり，情報発信の先進実例を学び，

今後の運営体制強化や番組品質向上の参考とすることを目的に実施した。 

事業を進めるにあた

って課題となった点

と、その対応 

当団体の活動を通じてより大きな社会的価値を提供して行くためにはさ

らなる知名度の向上，視聴者数の増が不可欠な状況にある。 

現在までの運営経験から，ファン(コアな視聴者や支援者)を増やすために

は，チラシ配布やメディア掲載といったＰＲ手法のみではなく，取材等を

通じた直接的なふれあいが欠かせないことも認識しているが，日常の放送

を継続することで手いっぱいとなってしまっている。 

当団体は基本的にフルタイムの仕事を持つメンバーのボランティアによ

って支えられているため，外への取材や編集，ファン獲得のためのＰＲ活

動，ゲスト・市民参加等のコーディネートにかけられる時間が限られるこ

とが最も大きな課題。 

この解決に向け，協力者を増やすことも重要であるが，一方で，番組の

品質向上や運営体制の強化を図るためには，ノウハウの蓄積も必要である

ことから，今回の助成金を活用し長期間の運営実績を持つ事例として「FM

わぃわぃ」を調査することとした。 
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申請書に記載した 

「目標」に対する実施

「結果」 

助成金を活用し活動の充実(番組内容の向上，ＰＲ活動の強化，市民参加

の促進)を図ることで，支援者・寄付者を増やし，次年度以降の運営基盤を

固めることを目標として設定。具体的には，20年にわたる運営実績・ノウ

ハウを持つ事例として「FMわぃわぃ」を調査することとした。 

これに対する実施結果としては，平成 27年 2月 14日(土)～15日(日)

にかけて理事長綾部と会員小杉の 2 名が「FM わぃわぃ」を訪問し，実際

の放送現場の視察や，先方のご厚意もあり長時間にわたるヒアリングを行

うことができた。   

申請書に記載した 

「目的」に対する 

「成果」や地域社会 

へのインパクト 

今回の調査のみで目標達成できるものではないが，先進事例調査を通じ

て，地域メディアの役割について再確認することができた。 

資金的な運営実態をはじめ，真に市民に必要とされるメディアとは何な

のか，地域住民との連携のポイント，協力者を得るための工夫，番組品質

向上のための取り組み等についてヒアリングを行い，大きな示唆を得るこ

とができた。 

これらは全て，当団体の活動を強化するためのヒントとなり，着実な番

組改編や体制強化を進めているところである。 

実際に視聴数も伸びつつあり，昨年度(視察前)は 600程度で落ち着いて

いたものが，目標としていた 1,000を超える日も見られる状況となった。

これにつれて，NHK などマスメディアに取り上げられる機会が増え，新た

なスポンサーの獲得につながるなど，好循環が生まれつつある。 

事業実施後の展望や

新たに見えてきた 

地域課題 

教会内に併設されたスタジオの見学を通し，情報発信の効果を高めるた

めには，拠点施設が必要と強く感じられた。イメージとしては，様々な情

報が溢れる情報拠点であるとともに，誰もが気軽に訪問できるような交流

拠点となる情報交流センターのような施設である。 

この施設があれば，必要な情報を取得できるだけでなく，多様な来訪者

がコミュニケーションを図る場として機能し，市民や NPO 等が情報を活

用し，地域活動を促進する拠点としての役割にも期待できる。 

現在，牛久市の情報交流拠点は，市役所や市の生涯学習センターが担っ

ているが，将来的には当団体としても拠点づくりを検討していきたいと思

う。 

助成金の原資を寄付

された市民へ一言 

貴重な助成金を賜り心より感謝申し上げます。 

私たちの情報発信「ちゃんみよ TV」を通じて，一人でも多くの皆さまに

地元を好きになっていただけるよう，今後も視察調査で学んだことを活か

し運営改善に努めてまいりたいと思います。 

おかげさまで現在も視聴数は伸び続けております。放送内容はいつでも

どこでもご覧いただけますので，ぜひご視聴いただき，着実な成長を感じ

ていただければ嬉しいです。 
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いばらき未来基金 会計報告 

収入 支出 

助成金 ¥100,000 いばらき未来基金 往路 ¥22,000 羽田〜神戸、2 名 

      復路 ¥30,000 神戸〜茨城、2 名 

      その他交通費 ¥15,000 電車、2 名 

      ホテル代 ¥45,460 ほてるＩＳＡＧＯ神戸、2 名 

      謝礼 ¥20,000 FMYY 

合計 ¥100,000   合計 ¥132,460   
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事業名 ホームスタート事業 

団体名 kosodateはぐはぐ 

実施内容 

利用者からの依頼を受けて、6 歳未満の子どもが一人でもいる家庭に訪問

いたしました。 

申込みを迷われている方に説明訪問を行いました。実際に申し込まれてか

ら、以下のプロセスで進行します。 

①オーガナイザー（コーディネート役）の初回訪問 

・利用者宅を訪問し、お話しながらアセスメント、ビジターのマッチング 

②ビジター同行紹介訪問 

・オーガナイザーが同伴して、訪問先の場所と利用者さんの確認 

③～⑥ビジター単独で定期訪問（週一回 2時間×４） 

⑦オーガナイザーモニタリング訪問 

この時点で、終了できない事情がある時は、③～⑦をもう１クール行いま

した。 

6月末現在、訪問件数 24件（訪問中も含む）、現在申し込み済訪問未 2件 

（2クール目が必要だった方は、1件） 

当初計画していた、10件を上回る訪問依頼があり、ニーズの高さを感じま

した。 

事業を進めるにあた

って課題となった点

と、その対応 

オーガナイザーの仕事の量の多さ、高い質を求められると実感しました。

家庭でいえば母の役割で、利用者さんだけでなく、ビジターさんや関連の

方に目配り気配りが必要です。現在会に財源がなく、他に仕事を持ってい

るので時給 800 円ですが、できれば専業のオーガナイザーで時給 1000

円が確保できると、より安全安心な運営ができると思います。 

本来、この件数ならばもう一人オーガナイザーを置くことが望ましいので

すが、金銭的にも人的にも増やせない状況です。 

ビジターは、昨年 2 回の養成講座で 13 名ですが、事情で活動できてな

い方やそれぞれ制約がありマッチングが難しい状況です。こちらに関して

は今年度も養成講座を開催し、仲間を増やす予定です。 

申請書に記載した 

「目標」に対する実施

「結果」 

ホームスタートの支援方法である、「傾聴」と「協働」「情報提供」「つな

ぐ」という事の効果を実感しました。単なる援助ではなく、それぞれの利

用者が自分の力で解決する為のサポートを行い、必要とされることで支援

する側も相互にエンパワーメントされるという結果が得られています。 

まだ、ホームスタート自体の認知度が低いので、利用者・支援者の掘り

起しにより、活動が広がる事が期待されます。 

申請書に記載した 

「目的」に対する 

「成果」や地域社会 

27年度、那珂市で新しく活動するグループができている他、興味がある、

自分たちの地域でも活動したいというお問い合わせや見学者がありまし

た。また、研究対象として捉えている学生さんが聞き取り調査に見えまし
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へのインパクト た。他団体からの講演の依頼などもみられており、関心の広がりを少しず

つ感じています。ここから、支援の当事者になる方が少しでも増えるよう

に引き続き、丁寧な活動を続けて行きたいと思います。 

事業実施後の展望や

新たに見えてきた 

地域課題 

H27年 6月に特定営利活動法人になりました。この団体と活動をより円滑

に運営していく事が重要だと考えています。そのためには、金銭的と人的

な充足が最重要課題です。「良い活動ですね」とのお声はいただきますが、

「他人事」の域を出ないのが現状です。「やさしさ」の連鎖が上手くつなが

るような工夫と根気が必要だと感じています。より広く知っていただくた

めに、説明会を商業施設で行ったり、他団体とコラボするなどを考えてい

ます。 

助成金の原資を寄付

された市民へ一言 

みなさまのご支援により、様々な理由で育児に大変さを感じていたママが

救われました。本当にありがとうございました。より多くの方に利用して

いただけるように、より一層努力していきたいと思っています。今後とも

サポートをよろしくお願いいたします。 
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